
季
し
む
た

脚
を
計
画

岬
飛
行
場

』
で
燃
料

尚
か
う

添
思
わ

）
や
二
日

営
浜
空

時
四
十

だ
。

匂
百
五
十

ノ
マ
チ
ユ

喝
家
族

塞
低
二
『

媚
行
鍵
マ

つ
と
、
四

／
の
メ
ン

刊
セ
ン
ス

径
藤
雲
さ

壱
九
、
自

袖
雄
さ
ん

／
二
一
ノ

宍
三
一
）
の

か
ゑ
崇
京
・
調
布
飛
行
墨
に
向
か
っ
た
四
人
乗
り
の
小
詞
襄
蚕
一
日
、
籠
陸
後
間
も
な
く

善
寒
庁
二
露
卜
葆
安
庁
は
黍
行
ル
ー
ト
に
当
た
る
紀
伊
半
竪
や
付
近
の
海
上
を
捜
索
し
て

り
が
得
ら
れ
｛
夕
、
↓
同
議
の
這
蘂
ば
ほ
ぼ
禮
実
と
の
塁
々
が
強
ま
っ
て
い
る
。

皇
居
前

雲
備
の

一
が
、
そ

一
『
六
人

一
通
な
ど

郭
国
》
噂
⑳

、
二
日
二
手
円
壷
強
奪
し
た
男
が
近
所
の
人
に
調
べ
に
よ
る
と
、
篠
原
は
同
日
雫
前

白
浜
空
見
つ
か
り
、
追
跡
さ
れ
て
軍
り
理
》
へ
ら
二
時
四
十
分
ご
ろ
、
近
く
の
会
社
震
蘂

時
四
十
猫
新
居
浜
署
に
謹
盗
の
現
行
犯
で
引
鍋
廷
広
さ
ん
全
一
）
万
の
勝
手
口
か
ら
ガ

た
。
当
晨
さ
れ
た
。

ラ
ス
を
破
っ
て
侵
入
、
塁
怠
の
間
で

／

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

明
､

お
め
で
と
う
。
年
頭
に
当
た
り
国
家
の

繁
栄
と
国
民
の
幸
福
を
祈
り
ま
之
と

申

お
雲
莱
が
あ
っ
た
。

Ｆ
ろ
へ
必
尖
内
噌
に
閨
司
旧
帥
と
Ｋ
町
胤
一
慮
り
恩
申
引

を零
受、
け 知
ら蘂
才I，な
たど
oか

睦 ら
下新
カュ年
らの
は あ
弓い

雷
ら

第

南
紀
白
浜
空
港
・
空
港
測
候
所
に
よ

る
と
ご
盲
午
前
九
時
の
同
空
壱
の
気

象
は
視
程
（
ビ
ジ
ビ
リ
テ
イ
）
四
十
五

篭
小
雨
重
冒
視
界
飛
行
に
問
題
は
な

か
つ
是
信
し
か
し
正
午
ご
ろ
に
は
視
程

が
七
談
に
落
ち
、
有
視
界
飛
行
の
許
可

限
度
（
五
鐡
）
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
い

た
と
い
う
。
こ
の
た
め
同
空
港
で
は
午

纈
霊
鑿
一
震
蕊
謹
竈
ノ
土

日

順照服罷珊珊醗迂

ノ
別
側

、
く

強
盗
を
追
跡
捕
怠
る

後
か
ら
は
、
遊
壷
飛
行
桧
の
出
発
な
ど

を
中
止
し
た
。

フ
ラ
イ
脂
プ
ラ
ン
に
よ
る
と
、
南
紀

白
浜
空
港
を
離
陸
後
、
浜
松
上
窒
逵
経

由
し
て
鯛
布
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
午
後
二
時
ご
ろ
到
識
の
予
定
だ

、
っ
た
。
し
か
し
南
紀
白
浜
空
港
を
出
て

五
分
後
に
地
卜
這
の
交
侭
が
切
れ
て
お

1
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{も
一
窪
て
い
た
真
鍋
さ
ん
の
妻
ひ
と
み
さ
ん

一
一
一
一
）
に
「
騒
ぐ
と
殺
す
ぞ
」
な
ど
と
お

－
ど
し
、
ひ
ど
み
さ
ん
か
ら
現
全
一
宇
円

を
強
奪
し
た
。

翼
鍋
さ
ん
宅
の
南
隣
に
住
む
塞
舞
業

薪
名
寛
一
さ
ん
（
雲
尋
が
、
ガ
ラ
ス
の
割

れ
る
音
に
気
づ
い
て
卦
壷
見
る
と
、
勝

手
口
付
近
に
怪
し
い
男
が
い
た
た
め
、

近
く
に
住
む
真
鍋
さ
ん
の
父
親
の
産
業

蘂
鍋
朔
さ
ん
宍
尋
に
電
話
で
連
諮
。
二

人
で
踏
み
込
も
う
と
し
た
途
端
、
勝
手

口
か
ら
蚕
面
し
た
篠
原
が
飛
び
出
し
、

ブ
ロ
ッ
ク
く
い
を
乗
り
越
え
て
逃
走
し

た
が
、
薪
名
さ
ふ
わ
は
「
隙
ロ
ボ
ウ
」

一
と
叫
び
な
が
ら
約
一
基
‐
錦
追
跡
。
初
も

り
、
燃
料
堂
茎
跨
間
分
し
か
な
く
、
ま

た
霊
大
鋺
読
時
間
の
約
七
時
間
半
を
逼

き
て
い
る
こ
と
や
当
時
の
天
候
状
態
な

ど
か
負
南
紀
白
浜
ｊ
浜
挫
間
で
違
拳

し
た
可
能
性
が
鐘
い
と
、
羽
田
空
港
の

捜
索
該
塞
李
部
な
ど
で
は
み
て
い
る
。

富
士
辰
Ａ
２
０
０
エ
ア
ロ
ス
パ
ル

四
人
乗
り
。
宙
返
風
な
ど
ア
ク
ロ
バ
ッ

ト
飛
行
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
銭
。
昭
和

四
十
年
に
寓
士
雲
エ
が
開
発
、
航
空
大

学
校
に
士
一
震
納
入
さ
れ
た
の
壱
は
じ

め
欧
州
誇
国
に
も
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

ー

の

一
日
午
後
一
時
ご
ろ
、
南
亭
和
郡
内

海
村
の
家
串
と
平
碆
を
結
ぶ
家
平
ト
ン

ネ
ル
内
で
、
絢
荘
町
赤
水
、
ハ
マ
チ
菱

雲
覆
い
織
田
塞
冒
ん
雪
）
が
血
だ

－
号
に
嘗
て
死
等
い
る
豊
通
り

が
か
っ
た
近
く
の
高
校
生
が
見
つ
け
、

鱈
鰯
や
付
近
の
田
ん
ぽ
で
篠
辱
壺
取
り

癖
逐
い
遠
譲
で
か
け
つ
け
た
同
署
員
に

詞
壜
罐
し
た
心

イ／＃
ひ
き
逃
げ
、
歩
行
者
即
死

月恥
。
’

ら
十
尺
十
二
Ｅ
《
Ｅ
）

【
と
こ
一
畠
温
泉
郡
川
内
町
松
瀬
川

【
展
示
住
宅
闇
約
五
十
戸

【
閉
連
催
し
】
住
宅
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

協
力
伊
予
鱗
遮
抹
式
会
社
錘
‐

罵
財
当
《
幽
刷
芽
旦
目
削

新居浜
年
始
回
り

ー

接
触
、
追
突

で
４
人
け
が

帰
途
目
〃
８
剥
邨
／
ｖ
、
１

・
同
署
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
識
田
さ
ん

は
車
に
は
ね
飛
ば
さ
れ
だ
っ
養
約
二

十
燐
ほ
ど
引
き
ず
わ
れ
た
も
の
で
、
付

近
に
は
血
こ
ん
や
肉
片
が
森
び
散
り
、

即
死
の
状
態
だ
っ
た
。
同
署
で
は
、
ひ

き
逃
げ
事
件
と
見
て
、
近
隣
冬
署
に
手

保
内
の
卜
・
ン
ネ
ル

二
日
午
後
二
時
五
十
分
ご
ろ
西
字
和

郡
繰
丙
町
宮
内
、
国
道
１
－
９
７
号
課
の

大
峠
ト
ン
ネ
ル
内
で
、
愛
知
県
東
海
市

加
木
屋
町
、
会
社
輿
西
川
彰
さ
ん
（
三
）

運
転
の
萱
埋
乗
馬
章
が
、
前
方
の
西
宇

和
蟄
一
蒟
町
童
緊
建
築
業
売
川
秀
夫

さ
ん
（
二
・
）
の
音
這
乗
用
草
に
簔
誕
、
さ

ら
に
北
宇
和
郡
広
見
町
近
永
や
銀
行
員

癖

…且岳~3諺

８
御

内
海
の
ト
ン
ネ
ル
内

蕊蕊蕊§
蕊灘篭

近
隣
琴
薯
墜
一
二
同
方
向
へ
歩
い
て
い
た
識
田
さ
ん
を
は

甲

ⅡII1ih0‘･師iii冊冊畔鞠･盲.叩，

保内中に不同詩奇した米毒兵隊のヘリコプター
に
乗
り
出
し
た
。
・

こ
れ
ま
で
の
調
べ
に
よ
る
と
、
加
害

車
は
寵
良
半
巽
方
面
か
ら
国
道
記
号
線

へ
向
か
っ
て
進
行
中
、
同
日
午
後
零
時

二
十
分
ご
ろ
か
ら
同
一
時
ま
で
の
間
に

Ｉ
｜
舛
田
青
王
さ
ん
（
四
己
の
音
遍
乗
用
車
に

追
突
し
た
。
こ
の
た
め
、
舛
田
さ
ん
の

琶
底
歩
道
に
乗
り
上
げ
横
転
、
舛
田

さ
ん
は
じ
め
同
乗
の
委
蘂
智
子
さ
ん

壹
逵
、
子
供
の
蕊
人
ち
ゃ
ん
（
三
流
浩

二
ち
ゃ
ん
穴
己
の
四
人
が
腰
や
頭
な
ど

に
一
週
間
か
ら
三
週
閲
て
い
ど
の
け
が

を
し
た
。
荒
川
さ
ん
ら
は
無
事
。

八
瀝
浜
署
の
調
べ
に
よ
る
と
、
西
川

さ
ん
の
草
が
荒
川
さ
ん
の
軍
壼
追
い
越

そ
う
と
し
た
さ
い
、
前
方
に
舛
田
さ
ん

の
軍
が
走
っ
て
い
た
た
め
ハ
ン
ド
ル
を

切
っ
た
と
こ
ろ
、
荒
川
さ
ん
の
事
に
接

該
、
さ
ら
匡
雪
両
部
で
舛
田
さ
ん
の
一
旱

に
衝
突
し
た
ら
し
い
。
同
雲
で
は
西
川

さ
ん
の
ト
ン
ネ
ル
内
で
の
追
い
越
し
違

反
と
這
い
越
し
不
適
当
が
原
因
ど
み
て

い
る
。
西
川
さ
ん
は
伊
方
町
に
婦
雀
中

だ
っ
た
。

灘
蕊
鯉
鴇
灘
罷
練
鑿
一
離
撞
念
振
の
不
時
著
書
だ■

■

プ
タ
ー
ニ
橇
が
不
時
善
し
た
。
乗
員
六

人
、
銭
俸
と
も
無
事
で
、
約
一
蒔
間
半

後
に
籠
陸
し
た
。
こ
の
二
銭
は
、
米
海

兵
隊
の
沖
縄
普
天
間
基
地
の
翰
胃
ヘ

リ
で
同
日
、
沖
縄
か
ら
山
口
県
の
岩
国

塞
趣
へ
霊
行
の
途
中
だ
っ
た
。
不
時
蕾

【
シ
席
ぺ
１
分
ナ
ダ
）
一
日
Ａ
Ｐ
－

Ｉ
共
同
】
カ
ナ
ダ
東
部
ケ
ベ
ッ
ク
州
の

シ
ヤ
ペ
ー
で
一
日
未
明
。
可
訶
オ
ン
ズ
『

ク
ラ
ブ
主
催
の
新
年
会
が
開
か
れ
て
い
、

た
会
錫
で
火
災
が
発
生
、
ケ
ベ
ッ
ク
警
一

滞
震
珪
讓
蟹
懲
一

催
樗
灌
曇
鎧
・
↓
・
Ｉ
三

）
・
夫
・
・
一

塁
話
の
県
道
で
同
頑
少
年
Ａ
（
毎

運
転
の
醤
逓
乗
用
車
が
、
歩
道
を
並
ん

で
走
っ
て
い
た
同
市
平
田
町
、
鴨
川
中

学
三
年
宮
内
誠
君
（
萱
）
ら
三
人
の
自
転

喜
巌
強
宮
内
君
の
ほ
か
園
嬰
城
．

寺
町
、
鴨
川
中
学
二
年
尾
崎
哲
也
君

（
包
、
同
市
谷
通
園
竹
村
功
毒

（
一
巴
が
そ
れ
ぞ
れ
顕
や
足
な
ど
に
一
週

間
か
ら
十
日
間
ほ
ど
の
打
撲
傷
を
負
っ

増
・

松
山
西
署
の
調
べ
に
よ
る
と
、
Ａ
が

前
を
走
っ
て
い
た
軽
四
乗
用
軍
を
追
い
一

越
し
た
農
ハ
ン
ド
ル
操
塞
曇
っ
て
一

道
跨
右
側
の
歩
道
へ
実
り
上
ば
宮
内

君
ら
の
自
転
章
を
は
ね
た
◎
宮
内
言

ら
は
同
日
朝
か
ら
近
く
の
公
民
鐺
へ
剣

道
の
初
げ
い
こ
に
行
き
、
自
宅
へ
帰
る

途
中
で
十
四
、
五
人
が
歩
道
を
一
列

に
な
っ
て
走
っ
て
い
迄
信

分
、
．
二
機
と
も
自
力
で
離
陸
し
た
。
こ

の
間
、
女
子
大
生
な
ど
が
逓
訳
や
電
話

連
諮
に
大
わ
ら
わ
、
住
民
や
八
幡
浜
署

員
も
米
兵
に
コ
ー
ヒ
ー
や
バ
ン
悪
さ
し

入
れ
し
た
。
学
校
も
華
陸
時
に
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
照
明
を
つ
け
る
な
ど
や
あ
わ

事新
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